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も
階
段
を
上
り
下
り
し
た
人
も
多
い
。

　

こ
う
し
た
事
態
は
な
ぜ
起
き
る
の

か
―
―
。
そ
れ
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
給

水
方
式
に
あ
る
。
給
水
方
式
は
主
に

「
直
結
方
式
」
と
「
貯
水
槽
方
式
」

に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
と
も

に
電
動
ポ
ン
プ
や
加
圧
装
置
を
利
用

し
て
各
戸
に
水
を
送
っ
て
お
り
、
そ

の
動
力
が
電
気
だ
か
ら
で
あ
る
（
直

結
方
式
は
、
お
お
む
ね
５
階
ま
で
な

ら
自
力
給
水
が
可
能
）。

札
幌
市
東
区
北
19
条
東
12
丁
目
７
‐
16

☎
０
１
１
・
２
９
９
・
６
９
０
５ https://denkisogo.jp/

停電時の断水を解消する

北
海
道
電
気
相
互

高
橋
伸
和
社
長

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

災
害
時
の
電
話
回
線
の
不
通
や
混

雑
に
対
応
す
る
た
め
、
電
源
車
輌
と

監
視
セ
ン
タ
ー
間
の
連
絡
は
衛
星
電

話
を
採
用
し
て
い
る
。

　

作
業
は
「
電
気
工
事
士
」
と
「
電

気
工
事
施
工
管
理
技
士
」
の
有
資
格

者
が
担
当
す
る
。
電
気
設
備
工
事
を

は
じ
め
、
製
品
開
発
や
電
力
制
御
の

Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）
構
築
で
高
い
ス

キ
ル
を
も
つ
社
員
が
急
行
。
災
害
時

の
ト
ラ
ブ
ル
を
想
定
し
て
酸
素
濃
度

計
な
ど
を
活
用
し
て
、
安
全
に
作
業

を
遂
行
す
る
。

「
ｅ
‐
ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
（
イ
ー

デ
リ
バ
リ
ー
）」
だ
。

　

こ
れ
は
停
電
時
に
、
発
電
機
を
積

ん
だ
専
用
の
電
源
車
と
技
術
者
を
派

遣
。
建
物
へ
電
力
供
給
を
お
こ
な
い
、

断
水
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
復
旧
さ
せ

発
電
機
搭
載
の
専
用
電
　

源
車
で
電
力
を
供
給

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
発
生
に

と
も
な
う
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
、
マ

ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
給
水

停
止
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
不
通
が
問

題
と
な
っ
た
。
断
水
地
域
で
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
水
道
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
た
め
、
ポ
リ
タ
ン
ク
を
抱
え
何
度

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
の
が

「
北
海
道
電
気
相
互
」
が
11
月
１
日

に
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
予
定
し
て
い
る

「電気の宅配便」をスタート
　

電
力
供
給
は
１
棟
当
た
り
約
２
～

３
時
間
で
、
こ
れ
は
１
棟
の
貯
水
槽

を
満
タ
ン
に
で
き
る
計
算
。
対
応
エ

リ
ア
は
札
幌
市
内
と
近
郊
の
30
㌔
圏

内
で
、
順
次
拡
大
を
予
定
し
て
い
る
。

　

契
約
プ
ラ
ン
は
３
つ
。
マ
ン
シ
ョ

ン
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
管
理
組
合
向
け

の
「
プ
ラ
ン
Ａ
」
は
、
１
戸
月
額
９

８
０
円
×
戸
数
（
１
年
契
約
）。
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
や
商
業
施
設
、
病
院
向

け
の
「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
は
、
設
置
さ
れ

て
い
る
電
力
盤
や
ポ
ン
プ
の
容
量
で

料
金
が
変
動
す
る
。
ま
た
、
優
先
度

は
下
が
る
が
、
事
前
登
録
の
み
で
利

用
で
き
る
「
プ
ラ
ン
Ｃ
」
も
あ
る
。

　

付
帯
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
年
１
回

の
配
電
盤
の
無
償
点
検
、
災
害
時
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電
サ
ー
ビ
ス

な
ど
も
セ
ッ
ト
に
し
た
。

　

高
橋
伸
和
社
長
は
「
本
サ
ー
ビ
ス

は
い
わ
ば
『
電
気
の
宅
配
便
』。
電

気
工
事
全
般
に
対
す
る
知
識
・
ノ
ウ

ハ
ウ
・
現
場
対
応
力
を
は
じ
め
、
動

力
設
備
に
精
通
し
た
技
術
者
が
多
数

在
籍
す
る
当
社
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
私
た
ち
は
電

気
と
〝
熱
い
想
い
〟
を
届
け
る
こ
と

で
、
皆
さ
ま
を
笑
顔
に
し
て
い
き
ま

す
」
と
語
る
。

高
い
技
術
力
で
画
期
的
な

製
品
を
多
数
製
造

　

技
術
力
に
優
れ
た
同
社
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
や
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が
、
自
然
エ

ロ
ー
ル
や
室
温
管
理
な
ど
で
電
力
コ

ス
ト
を
約
10
～
30
％
削
減
。
道
内
の

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
工

場
な
ど
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

11
月
７
、
８
日
、
ア
ク
セ
ス
サ
ッ

ポ
ロ
で
開
催
さ
れ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
に
出
展
予
定
。
電
源
車
輌
、

コ
ン
ボ
、
エ
コ
ま
め
を
は
じ
め
、
風

力
と
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
稼
働
す

る
監
視
カ
メ
ラ
「
Ｓ
ｏ
！
ｍ
ｉ
ｌ
ｌ

（
ソ
ー
ミ
ル
）」
な
ど
を
展
示
予
定
で
、

製
品
や
シ
ス
テ
ム
導
入
の
相
談
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
10
月
９

日
か
ら
同
社
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
い
る
。

ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
、
風
力
）
で
充

電
可
能
な
発
電
機
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｏ

（
コ
ン
ボ
）」
だ
。
標
準
で
３
０
０
㍗

の
電
力
を
約
５
時
間
使
用
で
き
、
最

大
出
力
は
１
５
０
０
㍗
ま
で
対
応
。

動
力
に
は
放
電
が
マ
イ
ナ
ス
20
度
、

充
電
が
マ
イ
ナ
ス
30
度
下
ま
で
対
応

し
た
「
カ
ー
ボ
ン
フ
ォ
ー
ム
蓄
電
池
」

を
採
用
。
ガ
ソ
リ
ン
を
使
用
し
な
い

の
で
、
屋
内
使
用
に
も
適
し
て
い
る
。

家
庭
用
電
源
で
も
充
電
可
能
。
自
然

放
電
は
月
２
％
未
満
な
の
で
あ
ら
か

高い技術力で製品とシステムの
設計・製造をおこなう

申込時に現地調査をおこなうので、スムーズに
復旧作業をおこなうことができる

家庭用電源と自然エネルギーで充電
可能な発電機「COMBO（コンボ）」

独自設計の 2㌧トラック電源車（上）発電
機を搭載した車輌を複数台所有じ

め
充
電
し
て
お
け
ば
、
緊
急
時
に

も
使
用
で
き
る
。

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
発
生
時

非
常
用
電
源
と
し
て
活
用
さ
れ
た
の

を
き
っ
か
け
に
注
目
が
集
ま
り
、
医

療
機
関
や
企
業
で
も
導
入
が
進
ん
で

い
る
。
な
お
、
コ
ン
ボ
は
「
ｅ
‐
ｄ

ｅ
ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
」
の
電
源
車
輌
に

も
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
販
売
価
格
は

49
万
８
０
０
０
円
（
税
抜
）。

　

さ
ら
に
商
業
施
設
向
け
省
電
力
シ

ス
テ
ム
「
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ａ
ｍ
ｅ
（
エ
コ

ま
め
）」
は
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
使
用

電
力
の
〝
見
え
る
化
〟
と
自
動
制
御

を
実
現
。
複
雑
な
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
っ
て
、
ピ
ー
ク
電
力
の
コ
ン
ト

る
24
時
間
対
応
の
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　

電
力
供
給
を
担
う
電
源
車
両

は
、
２
㌧
と
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
が

各
１
台
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
、

軽
ワ
ゴ
ン
車
が
各
２
台
の
計
４

種
６
台
。
復
旧
先
の
電
気
容
量

に
合
わ
せ
て
車
輌
を
出
動
さ
せ

る
。
全
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭
載
し
、

同
社
運
営
の
監
視
セ
ン
タ
ー
か

ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
位
置
情
報

を
取
得
す
る
こ
と
で
、
安
全
か

つ
確
実
に
顧
客
の
も
と
へ
向
か


